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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第６０号＞  

かながわ異グ連ニュース 

かながわ異グ連ニュース第６０号発刊によせて（議長、副議長、専務理事） 

神奈川県異業種グループ連絡会議議長（ＮＰＯ法人 ＩＮＦ理事長）南出健一 

異グ連ニュース配信ができるようになって５～６年になったでしょうか。今では当り前のようになっているインターネッ

トも当時、重宝に使いこなしている人は僅かだったように記憶しています。「メールよりもファックスの方が確実だ」とか

訳の分からないことをいう御仁もチラホラお見受けしました。 

たしか異グ連スタッフ何人かと出張した折です、お互いほろ酔い機嫌で取り留めの無い議論をしている最中、突如まな

じりを決した我が編集長氏が面前の某氏をつかまえ「なぜメールを使おうとしないのか」と食い付きました。「あんなも

の使わなくても用は足りている」という強がりに「そういう負け惜しみを言っていると時代に取り残されるよ」鮮やかな一

発は今でも忘れられません。 

最近ビジネスの世界では情報選択力の有無が云々されています。情報を生かすも殺すも扱う人間次第ということな

のでしょう。私たちは人間として守らなければならない情報選択の原則があるはずです。それが無視された時、社会を

取巻く機能が無節操な状態になるのを何度も目の当たりにしてきました。 

さて、異グ連ニュースは限られた配信とはいえ６０回にも及ぶ発信が出来たのは「守るべき原則」を大切したからこ

そ継続できたのでは考えています。それ故、苦心惨憺しながらニュースソース集めにご尽力して下さる編集関係者に

「ありがとう」という感謝の気持ちで一杯なのです。よくぞ頑張ってくださいました。とはいえ何回か原稿依頼を反故にし

て「議長！スペースを空けて待っていたのに…」と叱られた負い目を持つ私にとって、今更ながら発刊「６０回」の節目

記事を書くとは正直「針のむしろ」に座らされている思いがする次第です。 

 

               神奈川県異業種グループ連絡会議副議長（横須賀交流プラザ理事長）雑賀政徳 

神奈川県異業種グループ連絡会議の情報誌（かながわ異グ連ニュース）は第６０号（Ｈ１９年９月号）を発刊する運び

となりました。神奈川異グ連も創設２２年になり、企業・個人を取り巻く経済環境はグローバルに変革しています。異業

種交流活動も変化と歴史を経て再生の時代に突入しました。異業種交流の必須条件は、ビジネス交流・専門分野交

流・文化芸術交流が三位一体となり融合し、時には産学公連携もあって、研究開発や再生異業種交流がスタートしま

す。 

世界の産業は、ＬＴ（ライフテクノロジー：食品・医療）、ＥＴ（エネルギーテクノロジー：電気・ガス）、ＩＴ（インフォメーショ

ンテクノロジー：情報技術）の３分野から成り立っています。近未来には、３分野が一体となると言われていますが、人

の温かい心がその全ての鍵を握り、人と人とが対してこそ反映(＊)が成り立ちます。近年、ＩＳＭＳ（インフォメーション・

セキュリティ・マネージメントシステム）の確立が叫ばれています。ダーウインの進化論によると、この世に生き残る生

物は、最も強いものでもなく、最も賢いものでもなく、最も変化に対応できるものである、といいます。私共、団体・各企

業もグローバルな市場動向を把握し、可視化経営（企業の視覚の強化）しつつ今後共に交流を深めていきたいと思い

ます。 

(＊) 繁栄ではなく、反映としたのは、人と人が対してこそ栄えるのではなくて、人と人が対してこそ、フィードバックがあるという意味合い

です。栄える事が目的ではなく、分かり合える事が大事な近未来を願っています。 

               

                ６０号到達の意義           神奈川県異業種グループ連絡会議専務理事   芝忠 

 現在の「異グ連ニュース」には前史があります。異グ連結成時(1984)、活版印刷で「季刊異業種交流」が発刊されてい

ました。Ｂ５版、２色刷りで５号まで発行されたあと、事務局が神奈川県工業試験所から現在の中小企業センターに移

設されたときに新たに「かながわ異業種交流センター通信」が発刊されました。Ａ４版、４～６頁、活版印刷で 1995 年か

ら 2003年まで30号まで発行されました。 

2002 年９月に発刊された異グ連ニュース創刊号では、「“かながわ異業種交流センター通信”は編集スタッフの労力

や、発行経費、広告費等の問題から最近は年１～２回の発行に留まっています。会員に対する情報提供という意味で

は看過出来ない問題になっております。そこで想を改め、月間または隔月刊くらいで、最新の活動状況や異業種交流

関連情報、イベント情報、あるいは異業種交流論等を提供する『異グ連ニュース（仮称）』を発刊することといたしまし

た。」と述べています。「センター通信」が予算の関係もあって2003年２月に事実上廃刊される中で、上記の役割を立派

に果してきました。 

月刊を維持するのは並大抵の努力では出来ません。原稿を提供頂く方々や編集担当者の苦労に深く感謝したいと 
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思います。５年間・60号に達した機会に総括的に評価するならば、①月刊が維持されていますので、情報のスピード

が早い、②重要行事の報告・各グループの活動報告・イベントの予告・論文等の掲載などバランスよくまとめられてい

る、③配信先には会員だけでなく、全国の異業種交流協議会組織及び関係者も対象となっておりますので、その情報

伝達力は予想以上である、④分量もメール配信の限界（Ａ４版で４～６頁）内で、やや盛沢山で多いかなという感じ。し

かしそうした多様な活動を異グ連が全体で実施しているという証明でもあります。 

今後も会員の皆様の声をさらに生かす方向で継続していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

おなじみ尾上町サロン                

日 時：毎月第一・三金曜日（９月２１日、１０月５日）会場：神奈川中小企業センター５Ｆ産業交流プラザ 

連絡問合：神奈川異グ連事務局 芝、八幡、島津龍男、児玉、鈴木 ０４５－６３３－５１４２ 

第１１回 西湘サロンの開催案内 
日 時：Ｈ１９年１１月１２日（月）１８：００～２０：００   

会 場：あいおい損保小田原支社 ３Ｆ会議室 

      小田原市城山１－６－２２ 瀬戸ビル 

話 題：「理学療法と役立つ運動機能」 

国際医療福祉大学 准教授  昇 寛 氏 

（国際医療福祉大学の小田原保健医療学部は、看護士・保

健士・理学療法士・作業療法士を育成するために、Ｈ１８年

４月に小田原市に開設されました） 

参加費：1000円 申込：芝、島津、吉池 ０４５－６３３－５１４２ 

第２１回川崎経済人サロン：１０月中旬以降に開催予定。 

テーマ仮題「元気なものづくり企業の原動力と将来展望」 

問合せ：松井、渡部 

第２３回三浦半島経済人サロン：１１月中旬に開催予定。 

問合せ：八幡 

第２２回よこはまサロン：９月２７日(木)開催予定。 

テーマ仮題「横浜市の防災対策関連」 

              問合せ：池谷 

産学官交流サロン全般に関する意見や、問合せは神奈

川異グ連事務局専務理事・芝忠へ０４５－６３３－５１４２ 

 

かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

まんてんプロジェクト             千田ＢＣ 

●東京都が主催する第10回東京都産業交流展（10月25日,26日 東京ビッグサイト） 

において、航空機関連中小企業の特設展示ゾーンが設けられることとなり、まんてんプロジェクトおよびＪＡＸＡ，東京

大学、早稲田大学、日本大学、首都大学東京、東京都立産業技術高等専門学校、が出展することが決まった。「まんて

ん」からは、水上飛行機開発事業協同組合が新型フロートを装着した水上飛行機、および 

メンバー企業が各社の得意技術を展示する。また、特別セミナーにおいて、中小企業の参入事例に関し「まんてん」か

らプレゼンテーションを行うこととなった。この展示会は出展企業数７００余、参加者 4 万と我が国の中小企業関連展示

会では最大規模である。東京都は本年から開始した中小企業の航空機産業参入支援の一環として特設展示ゾーンを

設けた。 

●早稲田大学の理工学総合研究所が航空機に関する産学連携の一環として、「航空機部品の国産化に関する研究

会」を8月21日にスタートした。東京都、ＪＡＸＡ、まんてんがこれに協力し、１～２年間をかけて各方面の専門家を委員

会委員に委嘱し、立ち遅れている我が国の航空機部品の国産化に関し、法制度、技術、市場、海外との比較など多方

面に亘り中立的な観点から総合的に研究し、その結果を広く公表することを目的としている。   

部品も純正部品のほか、汎用部品についても研究するなど、我が国で始めての航空機部品に関する総合的なオー

プンな研究会であり、その成果が期待される。保守部品のコスト削減に大きな関心があるエアライン各社も、非常に注

目している。 

●10 月 19 日（金）にまんてんセミナーを開催する。今回のテーマは「無人航空機（ＵＡＶ）」。筑波の産業技術総合研究

所、大学などからの講師を予定。 

問い合わせはＪＡＳＰＡ千田まで。（ＴＥＬ：０４５－２６４－８５５０ Ｅ－ｍａｉｌ：senda@jaspa.co.jp） 

まんてんプロジェクト関連での詳細問合せは、http://www.manten-project.org/より 

シフト２１               有村知里ＢＣ 

「シフト２１」は経営変革を目指す企業と人の交流を図るグループとして、業種・業態を問わない幅広い交流を目的

に、原則第二火曜日に定例会を開催しております。（場所はかながわ県民センター） 

９月定例会は９月１１日（火）に会員の菊地敏雄氏（菊地マネジメントラボ）に「最新医療トピックス」についてお話をい

ただきました。菊地氏は2007年1月に「図解入門ビジネス「最新 医療サービスの基本と仕組みがよ～くわかる本」㈱秀

和システムを上梓されており、執筆の経緯とその内容、ケアサービスの基本的考え方、新 

mailto:senda@jaspa.co.jp
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しい高齢者医療制度関連情報など最新の医療福祉トピックスについて解説いただきました。 

10月定例会は、「ご存知ですか？爪の役割～いつまでも自分の足で歩くために～」というテーマで、合同会社（ＬＬ

Ｃ）爪切り屋メディカルフットケア横浜 代表社員 中野理子氏にお話をいただきます。 

中野氏は通所介護施設で高齢者介護に携わった後、メディカルフットケアを学び、仲間３人と平成18年5月に会社を

設立、同年9月白楽に「爪切り屋足楽」を開店されました。「爪切りって仕事になるの？」という周囲の疑問の中で開業さ

れ、事業を着実に展開されていらっしゃる工夫や、新しい法人形態であるＬＬＣを設立された感想などもお話いただく予

定です。 

シフト２１ではゲストの皆様の参加を歓迎しております（初回参加は無料）。お問合せは有村までお願いいたします。

(arimura-c@nifty.com) 

第７８回日韓ビジネス協議会               高橋導徳ＢＣ  

第７７回日韓ビジネス協議会は８月２２日に慣例の工場見学会（暑気払い）を、キリンビール横浜ビアビレッジで開催

しました。多数のご参加を有難う御座いました。次回は次の要領で開催しますのでご参加ください。 

日時：９月２６日(水)１５：００～１７：００定例会 １７：１５～１８：１５ 懇親会 

場所：神奈川中小企業センタービル５階 会議室 

１、日本企業紹介：（株）ヒューマノイド／コミュニケーション・ロボット  代表取締役  森岡昌紀氏 

２、最近の韓国情報など・・・（財）韓国中小企業振興公団 日本事務所   所長     梁 海震氏 

３、ベトナム・ハノイの最新状況について・・・関東建設工業（株）     国際部顧問   池谷敏雄氏 

４、第３回神奈川県＝韓国・京畿道との「異業種国際交流会」について    事務局より報告 

                ・・・１１月１日（水）ＪＲ桜木町駅前 ブリーズベイホテルにて開催 

５、基調講演：「日本における韓国化粧品事情」について・・・（有）精美堂  代表取締役  野口 修氏     

 関心ある企業の参加者を歓迎致します。会費は１，０００円です。 

 連絡申込先  TEL＆ＦＡＸ：０４５－３１１－００９４ 高橋迄 MAIL： mtakahas@tb3.so-net.ne.jp   

静岡での「中小商工業交流・研究集会」                芝忠 

 ９月１日から３日間、静岡市で「第15回中小商工業全国交流・研究集会」が開催され全国から 1,000人が参加しまし

た。隔年に全国持ち回りで開催されるもので、横浜でも過去２回開催されています。いわゆるテーマ別の分科会が20も

あり、そのほかにパネルディスカッシヨン３、基礎講座３という実に多くのグループ分けがあります。私も何回か参加し

てきましたが、今回「広げる╶╴ネットワーク」のパネルディスカッシヨンのコーディネータを仰せつかりました。 

パネラーは①長野県岡谷市で染色業から精密板金加工へ転業し、さらにコンピュータ関連の電子機器部品や製品

づくりに何度も転換した事例（荒井潔㈲日拓精工社長）②大阪市生野区で下請加工業者と異業種グループ「フォーラ

ム・アイ」を運営し、中国やイタリアから学んだという事例（佐藤元相㈲エヌ・エヌ・エーテンダーサービス社長）③自治体

の産業政策を研究している慶応大学教授の植田浩史氏の３人。植田先生は私どもが今取り組んでいる「中小企業振興

条例」問題の調査研究者の第一人者で、「自治体の地域産業政策と中小企業振興基本条例」（自治体研究社）を最近

発刊されたばかりです。また神奈川県の条例づくりを行う「かながわ産業活性化懇談会」の委員にも委嘱されていると

いう、私にとっては大変タイムリーな出会いでした。２人の中小企業経営者は苦闘の中から展望を掴もうとしている報

告で大変勇気付けられました。 

 この研究集会では他の分科会やパネルディスカッシヨンでも「異業種交流による製品開発やネットワーク論」が多々

展開されたようで、「異業種交流はまだまだ元気」という印象です。さらに自治体の地域産業活性化策の中心的な柱と

して「中小企業振興条例」問題がやはり多くの所で触れられていたことも特徴でした。特に千葉県の条例が予想以上に

深い内容で、行政法の専門家である静岡大学の三橋良士明教授から条例づくりのプロセスが高く評価されていました

のが印象的でした。京都大学の岡田知弘教授は地域経済の循環で大手企業が利益を中央に持っていってしまって、

肝心の地元への貢献が非常に少ない、それに引き換え中小企業の貢献度合いをもっと評価すべきという持論を展開し

て、中小企業振興条例の重要性を強調していました。                      

  私は神奈川県や神奈川中小企業センター、もちろん異グ連もですが、中小企業の支援のための努力を職員や幹部

が必死にやらないと「中小企業支援機関としての存在価値がないな」という印象を改めて受けました。その反省とともに

異グ連の「条例づくり運動」が現在の局面で極めて重要かつ先進的な役割を果たしているということに確信を持ちまし

た。 

９月１２日に第一回の「かながわ産業活性化懇談会」が開催され、いよいよ神奈川県も具体的に条例づくりを開始し

ます。“何故、今、条例か？”という理論問題とともに、具体的な中小企業支援政策を豊富にする取り組みを強化したい

と思います。 

mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
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関連イベントなどのおしらせ 

第３回中小企業振興条例づくりセミナー 

日時：Ｈ１９年１０月０１日（金）１７：３０～２０：００  

場所：神奈川中小企業センター１３階 第二会議室 

講演１「中小企業を取り巻く醸成と中小企業振興条例」（仮

題）横浜国大三井逸友教授 

講演２「墨田区中小企業振興条例の運用と効果」（仮題）  

東京都墨田区産業経済課小坂橋一之主査 

申込：９/２６までに異グ連事務局 芝、八幡、島津龍、島津俊へ

045-633-5194 参加費：資料代１０００円 

経営力を高めるセミナー～資金体質を強化する会計～ 

日時：10月11日、17日、 11月5日、12日 

   １３：３０～１６：３０（ご都合の良い日にご参加ください） 

場所：神奈川中小企業センター13階 第3会議室 

内容（4日間とも同じです） 講師：島津龍男、小林巽 

・中小企業会計 ・財務会計の構造 ・重点方針と事

業計画 ・資金体質の強化 ・売上予算と資金繰

り ・税法改正のポイント 

主催：かながわ異グ連、中小企業基盤機構 他 

問合せ申込：異グ連事務局 芝 島津達男 

ＴＥＬ０４５－６３３－５１４２ ＦＡＸ０４５－６３３－５１９４ 
中小企業技術革新（ＳＢＩＲ）制度説明会 

日時：第一回Ｈ１９年１０月１１日（木） いずれも 

    第二回Ｈ１９年１１月２９日（木）   １３：３０～ 

    第三回Ｈ２０年０１月３１日（木）       １６：３０ 

場所：神奈川中小企業センター６階 大研修室 

内容：公的資金活用企業の体験談、ＳＢＩＲ制度概要の説明

最新情報提供、応募のポイント、申請書の記入要領 

参加費：無料   問合せ：(社)日本技術士会神奈川県会 

ｔｅｌ０４５－２１０－０３３７ ｆａｘ０４５－２１０－０３３８ 

企業経営者向け戦略セミナー クレームを生かす！！ 

～お客様のご意見はお金を払ってでも手に入れたい～ 

日時：１０月１３日（土）１３：００～受付 

場所：海員会館１Ｆ会議室  

芝離宮方面島嶼会館から一軒過ぎて右へ入る。 

   東京都港区海岸１－４－９ ＪＲ浜松町徒歩３分 

特別講演「消費者から見た良い対応とは」 

         国民生活センター元理事吉田良子氏 

基調講演１「住宅品質確保法について」 

           中小企業診断協会 武谷清志氏 

基調講演２「消費者保護の消費者契約法について」 

           中小企業診断協会 瀧澤昌男氏 

主催：中小企業診断協会・安全品質環境実務研究会 

参加費：無料（懇親会は３,０００円いただきます） 

申込：丸山 智 ｔｅｌ／ｆａｘ ０４８－９８６－４１８５ 

Ｈ１９年度神奈川県ものづくり技術交流会 

日時：１０月２４日（水）～２６日（金） 

場所：神奈川県産業技術センター（海老名市下今泉705-1） 

２４日：燃料電池、デバイス、分析技術、電子応用など 

２５日：ナノテクノロジー、材料技術、計測など 

２６日：バイオ、生活工学、異業種交流、資源化、環境など 

問合せ：神奈川県産業技術センター０４６－２３６－１５００ 

ものづくり技術交流会事務局   http://www.kanagawa-iri.go.jp 

特別寄稿 

      デザインが大事になってきた            魚崎誠也Ｃ＆Ｓ副会長 

 8 月２５日にビッグサイトで開かれたグッドデザインプレゼンテーション 2007に行ってみた。これは毎年開かれてい

るようで、その年のグッドデザイン賞を決めた後、候補になった作品を含めて展示されていた。私のプアな知識であ

まり期待していなかったが、行ってみると当然ながら日用雑貨、家電製品、住宅関連、生活関連、工作機械、建設機

械、さては、医療機器、福祉機器、娯楽機器、環境関連など世の中にあるもの全てに及び、ビッグサイトの東 5，6 棟

を使った大掛かりのものであった。やはり昨今のように、新製品の開発が急がれ、他社製品と差別化しなければな

らない時代を反映したのか、デザインに対する関心が、ことのほか強くなった感想を持った。医療機械にしても、従

来は機能本位であったものが、より患者に優しいアプローチが出来るように形をスマートにし、明るい色にする配慮

など様々な工夫がされていた。 

私は、元々ものづくり屋で、自動車、飛行機、船などには必ず設計という工程があり、ものあるところに設計（デザ

イン）ありで、デザインは手段だと思っていた。ところがここではデザインが主語である。キャッチフレーズに「このデ

ザインに引力がありますか」というのである。商品デザインという言葉から出たのであろう。デザインについての相談

は、異グ連の入っている神奈川中小企業センターの総合経営相談室の中に、デザイン支援室があるので相談され

るのもよいかと思う。 
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